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【様式１】 
夏期観測 2022研究速報(プロジェクト報告書) 

----------------------------- 
1.氏 名 
（和文） 米持真一 
（英文） Shinichi Yonemochi 

2.所 属 
（和文）埼玉県環境科学国際センター 
（英文）Center for Environmental Science in Saitama 

3.共同研究者氏名・所属 
（和文）村田浩太郎 
      大河内博 
      Ki-Ho Lee 
（英文）Kotaro Murata 
        Hiroshi Okochi 
        Ki-Ho Lee 

4.研究テーマ 
（和文）日中韓同時観測による長距離輸送された PM2.5/PM1 の化学組成解明 

   (成果) PM1 は人為起源粒子の評価に適している。東アジア地域における PM1 の長距離輸送と関東地域への影響を
解明するために、8月 5日～8月 19日にシーケンシャルサンプラー(2025i)を用いて富士山頂で PM1 の昼夜別
採取を行った。採取時間は、8月 5日～12日は 7時～17時と 19時～5時の 10時間、8月 14日～19
日は 6時～18時、18時～6時の 12時間である。Fig.1 に富士山頂で昼夜別に採取した PM1濃度と同時
期の埼玉県加須市の PM1濃度の変化を示す。富士山頂の最高濃度は 8月 9日の夜間で 4.5 µg/m3 であ
った。日中と夜間とでは日中が 1.7 µg/m3、夜間が 1.6 µg/m3 となり差は見られなかった。 

 
 
（英文）Characterization of chemical components of PM2.5/PM1 long-range transported by 

simultaneous observation in China, Korea and Japan 
 (Results) PM1 is suitable to evaluate fine particulate matter emitted from anthropogenic 

sources.  We conducted PM1 sampling from August 5 to August 19 using a sequential 
sampler (2025i) with PM1 classifier at the summit of Mt.Fuji in order to clarify long-range 
transportation of PM1 in the East Asia and its influence on air pollution in Kanto region.  
Sampling duration was 10 hours from August 5-12 and 12 hours from August 14-19.  
Fig.1 showed variation of PM1 mass concentration in daytime and night at Mt.Fuji and 
Kazo.  The highest concentration at Mt.Fuji was 4.5 µg/m3 in the night on August 9.  The 
concentration difference was not found between in daytime and night. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.1 Variation of PM1 mass concentrations at the summit of Mt.Fuji and Kazo. 
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	夏期期観測2022に関するアンケート調査
	1. 今回観測に参加されて、改善すべき点その他お気づきのことがございましたらお聞かせください。
	（今回のコロナ感染症対策についてもご意見がありましたらお願いします。）
	問題は特に感じませんでした。NPOの皆様、山頂班の皆様には、いつも大変感謝しております。
	2. 来年以降の観測に向けて、当NPO法人に対して希望されることがございましたらお聞かせください。
	直前に濃厚接触者となった際には、大変ご迷惑をおかけしました。
	3. 次年度も参加を希望されますか。
	希望はありますが、令和４年度に確保できるのは装置の撤収費用のみとなりそうです（コロナ対応による自治体予算の大幅削減のため）。何らかの形での観測研究の継続を模索していますが、まだ目処が立っていない状況です。なお、富士山のほか、中国、韓国での試料採取も今年度で終了となりました。
	4. その他どんなことでも結構ですのでご自由にお書きください。
	自動車の故障に伴い急遽レンタカーでの通行証を送って下さったり、コロナの濃厚接触者となった際には、ギリギリの判断で登山の許可を下さり、ご迷惑をおかけいたしました。
	また、悪天候や台風下における停電後の復旧につきましても、ご対応下さり御礼申し上げます。

